
津別町森林バイオマス利用推進協議会 再エネ勉強会

木質バイオマス地域熱供給計画の実施に向けて

令 和 7 ( 2 0 2 5 ) 年

2月 2 7日 (木 ) 1 3 : 0 0～ 1 5 : 3 0

主 催 ： 津 別 町 森 林 バ イ オ マ ス 利 用 推 進 協 議 会
後 援 ： 津 別 町 協 力 ： 一 般 社 団 法 人 日 本 森 林 技 術 協 会
【 問 い 合 わ せ 】 ご 不 明 な 点 や 質 問 等 が ご ざ い ま し た ら 、 お 気 軽 に ご 連 絡 く だ さ い 。

津 別 町 役 場 産 業 振 興 課 再 エ ネ 推 進 係 〈 担 当 〉 松 谷 ・ 松 本
TEL：0152-77-8387 FAX：0152-76-1217

再 エ ネ 勉 強 会 の 目 的 ・ プ ロ グ ラ ム

本勉強会では、津別町が令和6(2024)年度より計画の策定に向けて取り組んでいる「津別町

木質バイオマス地域熱供給」に関して実施状況を報告するとともに、町民の皆様方への普及周

知及び学ぶ機会として、木質バイオマスの地域熱供給を先進的に取り組んでいる山形県最上町

より事例紹介として、ご講演いただきます。

併せて、当町で導入・稼働している木質バイオマスボイラーの事例として、津別町大通地区

コミュニティ施設「ウッドリーム」のボイラー棟及び燃料であるチップを製造する「つべつ木

質バイオマスセンター」を見学します

申
込
URL、二次元コードを確認し、参加お申し込みのほどお願いいたします。

【URL】https://forms.gle/eSiJrBugsMQpus3H9

備
考

◆施設見学への移動は各自の車両でお願いします。なお、移動手段がない

場合は、下記の問い合わせ先までご相談ください。

◆現地対面をご希望の方で、ネットからのお申し込みができない場合は、

裏面の参加申込書式（ネット以外用）に必要事項を記入し、持参または

FAXいただくか、下記の問い合わせ先からお申し込みください。

日
時

無 料
費
用

現地対面

（見学+座学）

Web視聴

（座学のみ）

参
加
方
法

現地対面

（座学のみ）

二
次
元

現地対面

（見学のみ）

14:00～ 開 会 挨拶

14:10～ 津別町の取り組み概要

14:30～ 基調講演

（山形県最上町より事例紹介）

15:00～ 質疑応答・意見交換

15:30～ 閉 会

※座学の時間は前後する可能性がございます。

13:00～ 集 合（健診ホールに集合後、移動）

（会場から徒歩5分程度）

13:05～ ウッドリーム ボイラー棟 見学

13:20～ 終了・移動

（ウッドリームから車10分程度）

13:30～ つべつ木質バイオマスセンター 見学

13:50～ 終了・移動（会場へ帰着）

（センターから車10分程度）

座 学 （ 現 地 対 面 ＋ W e b ）施 設 見 学 会 （ 現 地 対 面 ）

津別町役場 1 階

健診ホール
会
場

見
学

津別町大通地区コミュニティ施設「ウッドリーム」

つべつ木質バイオマスセンター（木質ボイラー棟・チップ製造施設）

https://forms.gle/eSiJrBugsMQpus3H9


参 加 申 込 書 (ネ ッ ト 以 外 用 ) 申込日： 年 月 日

氏 名

ふりがな

所 在 地 道内 ・ 道外 ( ) 津別町 ・ その他 ( )

参加方法
〇をお願いします。

現地対面（会場） Web視聴

連絡先（電話）

基 調 講 演 ～ 山 形 県 最 上 町 の 事 例 紹 介 （ 概 要 説 明 ） ～

ー ー ー ー ー ー ー ー き ー り ー と ー り ー ー ー ー ー ー ー ー

_3系統連携システムによる木質バイオマスエネルギーの利用を実践_

山形県最上町では、町の84％を占める地域の森林から、間伐された木材をチップ

化し、それを乾燥させることなく生チップのまま燃料として利用しています。木質

バイオマスボイラーは３基導入しており、生チップボイラー（シュミット社製）を

連動で稼働させ、効率的かつ非常時にもエネルギーを安定供給できるシステム（施

設全体の冷房・暖房・給湯）を構築しました。

本勉強会では、先進事例として最上町の取り組みを事例紹介いただきます。
シュミット社製

高湿潤チップボイラー

再 エ ネ 勉 強 会 （ 今 年 度 の 取 り 組 み ・ 木 質 バ イ オ マ ス ボ イ ラ ー 見 学 ）

_津別町木質バイオマス地域熱供給の計画策定に向けて_

津別町では、これまで木質バイオマスエネルギー（ペレット・

チップ）を利用した施設ごとの熱利用を行っています。このよう

な中で、当町にある特別養護老人ホーム「いちいの園」及び津別

町デイサービスセンター（以下、特養等施設）は、経年による老

朽化に伴い、施設の移転及び新築する計画が立っています。

現在、特養等施設においては木質ペレットボイラーを導入し、

暖房・給湯利用を行っていますが、移転する際には既存ボイラー

を利用するには耐用年数等により、再利用が見込めない状況にあ

ります。

当町では、さらなる木質バイオマスの推進のため、移転候補地

周辺を熱利用してもらえるよう木質バイオマスの地域熱供給が可

能となる計画を整備することとしました。

本勉強会では、この計画に関する取り組み状況を報告するとと

もに、導入予定の木質バイオマスボイラー（チップボイラー）の

イメージを掴むため、ボイラー及びチップ製造工場を見学してい

ただきます。

木質バイオマス地域熱供給計画の候補地

津別町大通地区コミュニティ施設
「ウッドリーム」の外観（見学先①）

ボイラー棟
（３棟のうち１棟）
（チップサイロ含む）

連動

連動

各施設へ熱を供給！
• 園芸ハウス
• 給食センター
• 病院
• 特別養護老人ホーム

新設
特養予定地

福祉
ゾーン

（地域熱供給の計画）

つべつ木質バイオマスセンター（見学先②）
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